
美　
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研　

究　
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二　

三　

号

498

九
八

黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

凡
例

　

以
下
に
、
黒
田
清
輝
、
杉
竹
二
郎
宛
山
本
芳
翠
書
簡
を
翻
刻
す
る
。
翻
刻
お
よ
び
解
題
は
椎
野

晃
史
（
福
井
県
立
美
術
館
学
芸
員
）
が
担
当
し
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
点
を
配
慮
し
た
。

一
、
書
簡
は
す
べ
て
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
で
あ
る
。

二
、
本
分
の
行
取
り
、
文
字
は
原
則
原
文
ど
お
り
と
し
、
影
印
版
と
照
合
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

　
　

た
。

三
、
文
中
に
は
適
宜
、
読
点
（
、）
を
加
え
た
。

四
、
誤
字
・
宛
字
・
衍
字
が
あ
る
場
合
も
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

五
、
判
読
不
能
の
文
字
は
、
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
を
挿
入
し
た
。

六
、
踊
り
字
は
、
平
仮
名
は
ゝ
で
、
片
仮
名
は
ヽ
で
、
漢
字
は
々
で
、
複
数
字
の
繰
り
返
し
の
際

　
　

に
は
〳
〵
で
示
し
た
。

七
、
抹
消
・
訂
正
の
文
字
が
あ
る
場
合
、
文
字
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
本
文
に
そ
の
文
字

　
　

を
記
し
、
左
傍
に
〃
を
付
し
た
。

八
、
書
簡
の
紙
継
ぎ
部
は
影
印
版
の
下
縁
に
△
を
も
っ
て
示
し
た
。

（
謝
辞
）
書
簡
の
翻
刻
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
田
中
潤
氏
（
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師
）、
戸
田
浩

之
氏
（
福
井
県
立
美
術
館
主
任
学
芸
員
）
に
ご
教
示
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

499

九
九

拝
啓
、
陳
は
當
月
一
日
ニ

廣
島
ニ
着
仕
候
處
、
少
々

感
冒
之
氣
味
ニ
而
突
然

耳
痛
始
メ
、
不
得
止
引
籠

宿
屋
ニ
む
や
ミ
と
牛
鍋
ば
か
り

喰
ひ
込
ミ
ぼ
ん
や
り
と
し
て

居
り
候
、
近
日
全
快
次
第
ニ

伊
藤
伯
を
頼
ミ
李
鴻
章

之
は
げ
天
窓
を
畫
キ
て

歸
る
つ
も
り
、
此
望
ミ
を
ば

果
せ
ば
速
ニ
歸
京
致
候
、

君
と
語
シ
タ
茶
わ
ん
に

（
絵
）
打
事
わ
□〃
な
ら
べ
て

来
た
、
又
酒
を
作
ル
事
も

其
外
色
々
を
ぼ
へ
て
来
タ
、

君
は
さ
い
君
ハ
出
来
又

御
役
人
ニ
ハ
な
る
、
誠
〳
〵

明
治
二
十
八
年
四
月
五
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
三
二
）

（
縦
一
七
・
八
㎝
、
横
一
六
一
・
〇
㎝
）

１
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
四
月
五
日
）

　

広
島
水
主
町
（
現
広
島
市
中
区
加
古
町
）
か
ら
京
都
に
滞
在
し
て
い
る
黒
田
宛
に
送
っ
た

書
簡
。
文
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
芳
翠
は
京
都
の
黒
田
の
住
所
を
知
ら
な
い
為
、

一
度
東
京
の
知
り
合
い
に
送
っ
て
か
ら
転
送
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
書
簡
の
主
旨
は
、
日
清

戦
争
の
従
軍
か
ら
帰
国
し
た
直
後
の
報
告
で
、
日
常
的
な
報
告
に
加
え
、
黒
田
の
結
婚
や
、

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
審
査
員
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

　

冒
頭
で
は
「
當
月
一
日
ニ
廣
島
ニ
着
」
と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
芳
翠

の
従
軍
か
ら
の
帰
国
日
を
伝
え
る
。
広
島
は
日
清
戦
争
時
に
お
い
て
出
兵
基
地
と
し
て
機
能

し
、
戦
場
か
ら
の
帰
国
も
同
地
が
玄
関
口
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
水
主
町
は
当
時
の
広
島
県

庁
が
所
在
し
た
地
区
で
、
ま
た
日
清
戦
争
の
大
本
営
が
設
置
さ
れ
た
広
島
城
に
近
い
距
離
に

位
置
す
る
。
伊
藤
博
文
や
山
縣
有
朋
を
介
し
て
明
治
天
皇
か
ら
内
命
を
受
け
て
従
軍
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
が
（
（
（

、現
在
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に
は
芳
翠
の
日
清
戦
争
を
描
い
た
連
作「
明

治
二
十
七
八
年
戦
地
記
録
図
」（
全
十
五
図
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
従
来
の
研
究
で
は
『
黒
田
清
輝
日
記
』
の
明
治
二
十
八
年
二
月
九
日
の
記
述
を
も
と

に
、
こ
の
頃
黒
田
と
共
に
芳
翠
も
帰
国
へ
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
後
に
丹
尾
安

典
氏
が
紹
介
さ
れ
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
三
月
の
は
じ
め

ま
で
は
そ
の
地
に
残
っ
て
い
た
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
そ
し
て
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
四
月
一
日
に
広
島
に
着
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
三
月
下
旬
頃
帰
国
に
向
か
っ
た
と
類
推
で

き
る
。

　

帰
国
し
た
芳
翠
は
、
風
邪
気
味
に
よ
り
耳
が
痛
み
、
宿
に
籠
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

が
、
回
復
し
た
折
に
は
伊
藤
を
頼
り
、
清
国
全
権
代
表
と
し
て
講
和
交
渉
の
た
め
に
来
日
し

て
い
た
李
鴻
章
を
描
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
簡
で
後
述
し
て
い
る
よ

う
に
、同
年
三
月
二
十
四
日
に
自
由
党
の
壮
士
小
山
豊
太
郎
が
李
鴻
章
を
狙
撃
し
た
た
め
に
、

計
画
は
破
綻
し
て
い
る
が
、
従
軍
と
い
う
役
目
の
最
後
に
、
調
印
に
訪
れ
た
清
国
の
代
表
を

勝
利
の
象
徴
的
な
場
面
と
し
て
描
き
た
い
と
い
う
芳
翠
の
意
図
が
う
か
が
え
よ
う
。
な
お
書

簡
中
に
描
か
れ
る
芳
翠
自
身
の
挿
絵
は
、
芳
翠
の
従
軍
時
の
姿
を
伝
え
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚

蔵
館
収
蔵
の
「
明
治
二
十
七
八
年
戦
地
記
録
図
」
の
う
ち
「
平
壌
の
捕
虜
」
に
登
場
す
る
芳

翠
自
身
の
姿
と
重
な
る
。

△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

500

一
〇
〇

御
め
出
度
事
沢
山
に
て

御
う
ら
山
敷
奉こ

と

候

存
候
、
そ
こ
で

只
今
わ
京
都
ニ〃

〃
〃

お
い
で
之
由

承
リ
候
得
共
、
番
地
し
ら
ぬ
ゆ
へ

東
京
江
此
手
紙
を
送
ル
、
若
シ

早
く
君
の
手
ニ
渡
り
て
返
事
の

来
ル
の
松
ば
か
り
、
ツ
ヽ
レ
ツ
テ
ン
チ
リ
チ
ン

と
ゆ
う
よ
う
な
わ
け
で

僕
が
ね
君
廣
島
ニ
着
す
る
と

す
ぐ
に
ね
一
句
出
来
タ
、

　

う
く
ひ
す
か

　
　

そ
れ
き
た
の
ま
と
に

　
　
　

は
つ
ね
い
れ

字
あ
ま
り
の
一
句
、
と
こ
ろ
で

耳
が
わ
る
い
者
ダ
か
ら
と
う
と
け

き
よ
う
ぐ
ら
い
ニ
し
か
き
こ
へ
ぬ
、

其
聲
を
楽
ミ
ニ
居
ル
と
ね

早
か
ゞ
出
て
さ
す
、
是
は
耳
の

き
こ
へ
ぬ

のに〃
ハ
誠
に
け
つ
こ
〳
〵
、

か
や
の
中
か
ら
梅
の
花
を
み
る

事
ハ
僕
ハ
始
て
で
げ
す
、

又
廣
島
は
人
沢
山
で
魚
ず
く
な

△

（
1
）　

長
尾
一
平
編
『
山
本
芳
翠
』
長
尾
一
平
、
一
九
四
〇
年
。

（
2
）　

丹
尾
安
典
「
芳
翠
従
軍
記
」『
一
寸
』
一
三
号
、
二
〇
〇
三
年
一
月
。
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

501

一
〇
一

物
の
高
ひ
の
で
腹
ハ
く
だ
さ
ぬ
、

從
軍
で
足
が
な
れ
て
車
わ

極
い
り
ま
せ
ん
、
し
ら
ミ
ハ
不
残

た
い
き
や
く
す
、
婦
人
に
ハ
ま
だ

用
が
無
し
、
清
國
か
ら
犬
一
疋

水
仙
を
一
ト
は
ち
持
て
来
が

是
は
な
か
〳
〵
め
ん
ど
ふ
で

御
座
リ
舛
、
水
仙
ハ
も
う

花
が
開
て

し
ま
つ
た
し
、（
絵
）

犬
わ
さ
か
り
が

つ
い
た
し
、
只
う
は
ゞ
ミ
ば
か
り

耳
が
き
こ
へ
ぬ
と
わ
な
さ
け
な
し
、

そ
こ
で
又〃
久
し
く
そ
ば
を

喰
わ
ぬ
か
ら
田
毎
と
申
そ
ば
や
ニ

ゆ
き
て
ざ
る
そ
ば
十
二
拝
程

喰
ひ
そ
ば
は
や
の
女
が
あ
き
れ
た
、

僕
も
あ
き
れ
た
、
是
て
わ
を
お
ふ

か
た
腹
が
下
ル
だ
ろ
ふ
と
思
と

夫
で
も
下
ら
ぬ
、
な
る
程
僕
わ

く
だ
ら
ぬ
人
間
だ
と
思
イ
ま
し
た
、

京
都
市
松
原
通
六
道
前
下
る

旧
水
口
屋
敷
小
谷
義
一
邸
ニ
て

　
　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　

必
御
親
展

（
消
印
）
廿
八
年
四
月
八
日
ル
便

　

四
月
五
日　

廣
島
水
主
町

　
　
　
　
　
　

 

百
十
番
屋
敷

封　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
と
よ
方

　
　
　
　
　
　

 

山
本
芳
翠

（
消
印
）
山
城
京
都
廿
八
年
四
月
九
日
チ
便

封
筒
（
縦
一
八
・
六
㎝
、
横
七
・
五
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

502

一
〇
二

乍
併
僕
ゟ
ま
だ
く
だ
ら
ぬ

馬
鹿
八
郎
が
有
て
、
李
鴻
章

ピ
ス
ト
ル
な
ん
ぞ
と
わ
誠
に

驚
入
た
る
事
で
げ
す
、
夫
が

為
に
僕
の
目
算
大
違
ひ
、

併
シ
是
は
日
本
全
國
之
人
の

目
算
違
ひ
だ
か
ら
し
か
た
が
な
ひ
、

又
是
は
人
の
は
げ
天あ
た
ま窓
を
せ
ん
き
に

や
む
と
申
か
も
し
れ
ぬ
が
、

君
の
御
婦
人
と
始
メ
テ
ノ
旅
な
れ
ば

あ
ま
り
楽
を
か
さ
ね
て

首
之
ほ
ね
が
や
わ
ら
か
に

な
ら
ぬ
よ
う
に
此
段
一
し
ほ
御

頼
申
シ
や
す
、
猶
い
き
を
ひ
お

つ
け
る
つ
も
り
て
喰
す
き
る
と

是
も
直
い
け
ま
せ
ん
、
い
く
ら

馬
鹿
の
事
を
書
て
も
し
ま
い
に
ハ

な
り
ま
せ
ん
か
ら
ま
ず
今
日
ハ

此
處
ニ
而
さ
よ
う
な
ら
〳
〵
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首
、

四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
芳
翠拝

黒
田
老
兄

　
　
　
　
　

閣
下

△
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

503

一
〇
三

拝
啓
、
陳
は
容
約
廣

島
ゟ
東
京
迠
来
、
ま
た

そ
こ
で
急
ニ
君
之
處
江
ハ

手
紙
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
ニ

あ
ま
り
を
そ
く
成
た
が
、
毎
日

馬
鹿
が
沢
山
来
て

軍
の
語
を
せ
よ
の
何
ン
の
ト

ま
ご
〳
〵
し
て
居
ル
内
ニ

を
そ
く
成
た
、
先
何
か
差

置
き
君
の
は
だ
か
画
大（
絵
ア
タ
リ
）、

う
れ
敷
く
て
〳
〵

た
ま
ら
ぬ
か
ら
め
く
ら
供
ニ

聞
か
せ
る
よ
う
に
新
聞
ニ

か
こ
う
と
思
ふ
ニ
、
早
や
く
も

久
米
公
が
か
い
た
其
後
で

明
治
二
十
八
年
五
月
三
日
、
九
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
三
六
）
※
二
通
同
封

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
一
〇
〇
・
〇
㎝
）

2
―
1
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
五
月
三
日
）

　

五
月
三
日
付
お
よ
び
九
日
付
の
便
箋
は
一
つ
の
封
筒
に
同
封
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
表
に
宛

名
は
な
く
、
代
わ
り
に
黒
田
の
住
所
を
無
く
し
た
た
め
、
送
れ
な
か
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
別
に
解
説
を
付
す
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
三
日
付
の
書
簡
は
、
広
島
か
ら
帰
京

し
た
時
期
を
伝
え
、
ま
た
裸
体
画
論
争
の
火
種
と
な
っ
た
「
朝
妝
」
に
つ
い
て
、
芳
翠
の
所

感
を
伝
え
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

前
便
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
の
手
紙
で
あ
り
、
冒
頭
で
は
広
島
か
ら
帰
京
し
た
事
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
簡
が
五
月
三
日
付
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
月
末
に
は
帰
京

し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
帰
京
し
た
ば
か
り
の
芳
翠
の
も
と
に
は
従
軍
話
を
聞
く
た

め
に
連
日
の
よ
う
に
来
客
が
押
し
寄
せ
、
黒
田
へ
の
連
絡
が
遅
く
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　

さ
て
本
書
簡
で
は
「
君
の
は
だ
か
画
大
（
絵
ア
タ
リ
）」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
京
都
で
開

催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
「
朝
妝
」（
焼
失
）
の
事
を
指
す
。
芳

翠
は
裸
体
画
の
重
要
性
を
理
解
し
な
い
、
あ
る
い
は
排
斥
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
新

聞
紙
面
に
記
事
の
寄
稿
を
思
い
立
っ
た
も
の
の
、
既
に
久
米
桂
一
郎
や
九
鬼
隆
一
ら
が
先
ん

じ
て
新
聞
に
裸
体
画
を
支
持
す
る
文
書
を
寄
せ
た
こ
と
か
ら
、
芳
翠
自
身
は
記
事
を
書
く

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
久
米
は
「
裸
体
は
美
術
の
基
礎
」
と
い
う
文
章
を
新
聞
に
掲
載

し
（
（
（

、
ま
た
「
九
鬼
之
手
紙
」
と
は
四
月
二
十
七
日
付
の
小
倉
警
視
総
監
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡

で
あ
り
、
五
月
二
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

次
に
五
月
末
に
軍
の
画
を
四
、
五
枚
京
都
に
持
参
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
直

前
に
従
軍
し
た
日
清
戦
争
の
画
と
考
え
ら
れ
る
が
、
五
月
十
四
日
付
の
書
簡
で
は
天
皇
陛
下

に
献
上
す
る
画
と
記
し
て
い
る
。
加
え
て
六
月
十
四
日
付
の『
読
売
新
聞
』の
記
事
で
は「
油

繪
家
に
て
有
名
の
山
本
芳
翠
氏
ハ
先
頃
日
清
戰
爭
の
實
況
を
目
撃
し
て
歸
朝
せ
し
が
目
下
宮

内
省
の
内
命
を
受
け
て
右
戰
爭
の
實
況
を
大
油
繪
三
十
余
枚
に
揮
毫
中
な
り
と
聞
く
（
（
（

」
と
あ

り
、
あ
る
い
は
長
尾
一
平
の
回
想
「
從
軍
か
ら
歸
つ
て
、
生
巧
館
で
只
今
「
御
物
」
に
成
つ

て
居
る
處
の
二
十
枚
の
戰
爭
畫
を
描
き
初
め
た
（
（
（

」
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
現
在
宮
内
庁

三
の
丸
尚
蔵
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
明
治
二
十
七
八
年
戦
地
記
録
図
」
が
該
当
す
る
可
能
性
が

高
い
。
そ
し
て
明
治
天
皇
が
当
時
、
京
都
御
所
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
芳
翠
は
京
都

へ
直
接
作
品
を
持
参
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
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四

（
1
）　

久
米
桂
一
郎
「
裸
体
は
美
術
の
基
礎
」『
国
民
新
聞
』
一
八
九
五
年
四
月
二
十
八
日
、
五

月
一
日
、『
毎
日
新
聞
』
一
八
九
五
年
四
月
二
十
八
日
、
三
十
日
。

（
2
）　
「
小
倉
警
視
総
監
宛
九
鬼
隆
一
書
簡
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
五
年
五
月
二
日
。

（
3
）　
『
読
売
新
聞
』
一
八
九
五
年
六
月
十
四
日
。

（
4
）　

長
尾
一
平
編
『
山
本
芳
翠
』
長
尾
一
平
、
一
九
四
〇
年
。

又
九
鬼
之
手
紙
も
新
聞

で
見
る
し
、
も
し
僕
が

な
ま
い
き
ニ
新
聞
に
か
く
ニ
も

及
は
ぬ
が
、
何
レ
今
月
の
末
ニ
ハ

軍
の
畫
を
四
五
枚
持
て

京
都
ニ
行
、
其
節
君
の

禮
婦
人
ニ
もミ

セ

合ロ
、

又
君
に

別
レ
て
以
来
の
僕
が
犬

を
お
ん
ぶ
し
て
水
仙
を

手
ニ
さ
げ
ま
ご
〳
〵
し
た

事
を
は
な
し
、
又
馬
關
の

や
り
ぞ
こ
な
ひ
や
廣
島
の

し
や
れ
を
早
く
は
な
し

た
い
、
先
は
君
の
画
の
御
悦
び

を
申
上
候
、
又
東
京
の
景

氣
は
後
ゟ
追
々
申
へ
く
候
、

け
う
ハ
例
の
軍
語
シ
デ
新
橋

猫
の
を
し
や
く
を
受
る
の
た
、

△
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刻
・
解
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505

一
〇
五

そ
れ
で
手
紙
わ
も
う

こ
れ
き
り
、
拝
さ
よ
う
な
ら
、

五
月
三
日

　
　
　
　

山
本
芳
翠

　

黒
田
清
輝
兄
様

　
　
　
　
　

閣
下

ま
だ
御
目
ニ
か
ゝ
り
ま
せ
ん
が
、

お
く
様
ニ
宜
敷
、

是
は
此
頃
書
た
が

　

君
の
番
地
を
無
し
て

　
　

だ
せ
な
ん
だ
、

あ
け
る
が
め
ん
ど
う
た
か
ら
此
ま
ゝ
入
て
や
る
、

乍
併
少
シ
を

も
く
成
て
ま
し
取
る
か
も
し
ら
ぬ
が
、
た
ん
ふ
る
が

今
壱
枚
し
か
無
か
ら
、

（
封
筒
裏
面
・
墨
付
き
ナ
シ
）

封
筒
（
縦
一
八
・
八
㎝
、
横
七
・
五
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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一
〇
六

君
之
番
地
を
書
た
紙
を

う
し
な
い
手
紙
を
出
せ
ヌ

処
で
合
田
之
内
ニ
聞
ニ
や
り

容
約
今
出
ス
、
又
語
が

沢
山
出
来
て
手
紙
で
ハ

か
け
ぬ
か
ら
今
月
の

末
か
来
月
の
始
め
ニ

西
京
ニ
行
か
ら
頼
ミ
ま
す
、

何
ン
ニ
し
て
も
宿
屋
も

茶
屋
も
非
常
ニ
高
イ

と
の
事
で
、
御
承
知
の

貧
印
ゆ
へ
に
大
ひ
に
驚
て　
　

居
ル
が
ふ
ん
ど
し
を
シ
ツ
カ
リ

〆
て
ゆ
く
つ
も
り
だ
け
さ
、

小
山
三
造
之
所
ヱ
手
紙
ヲ

だ
し
た
、
是
は
君
も
僕
も

留
守
ニ
て
し
ら
ぬ
内
ニ
出
来
タ

2
―
2
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
五
月
九
日
）

　

本
書
簡
は
五
月
三
日
付
の
書
簡
と
同
封
さ
れ
た
便
箋
で
、
黒
田
の
住
所
を
失
っ
た
芳
翠
は

合
田
清
よ
り
住
所
を
聞
き
出
し
て
よ
う
や
く
投
函
し
た
と
い
う
。
宛
名
が
書
か
れ
た
封
筒
は

現
存
し
な
い
。

　

芳
翠
は
五
月
三
日
付
の
書
簡
に
続
い
て
五
月
末
あ
る
い
は
六
月
の
は
じ
め
に
京
都
へ
行
く

計
画
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
小
山
三
造
に
手
紙
を
出
し
、
黒
田
や
芳
翠
が
不
在
の
間
に
制
作

さ
れ
た
ジ
オ
ラ
マ
画
十
枚
程
度
の
買
い
手
を
探
し
て
い
る
。
後
便
の
書
簡
で
ジ
オ
ラ
マ
画
の

制
作
者
と
し
て
和
田
（
英
作
か
）、北
蓮
蔵
、白
瀧
幾
之
助
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、

芳
翠
の
下
で
学
ん
で
い
た
若
い
洋
画
家
た
ち
が
、
芳
翠
の
不
在
時
に
制
作
し
た
ジ
オ
ラ
マ
画

で
あ
る
。
芳
翠
は
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
浅
草
公
園
花
屋
敷
の
隣
に
ジ
オ
ラ
マ
館

を
開
設
し
て
観
覧
に
供
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
油
画
三
面
（「
憲
法
発
布
式
の
図
」、「
桜
田

門
外
要
撃
の
図
」、「
愛
宕
山
上
浪
士
結
束
の
図
」）
が
展
示
さ
れ
、
そ
れ
は
高
さ
、
幅
が
そ
れ
ぞ

れ
七
尺
ほ
ど
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
表
面
に
は
真
綿
を
散
ら
し
て
雲
に
見
せ
る

な
ど
、
油
絵
と
実
物
を
接
着
さ
せ
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
追
求
す
る
試
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

弟
子
も
芳
翠
の
下
で
ジ
オ
ラ
マ
制
作
に
触
れ
、自
身
で
も
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

小
山
は
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
国
沢
新
九
郎
の
彰
技
堂
に
入
門
し
洋
画
を
学
び
、
明

治
十
二
年
に
京
都
へ
移
り
、
京
都
府
画
学
校
の
教
員
と
し
て
洋
画
を
教
え
た
人
物
で
あ
る
。

芳
翠
は
黒
田
に
も
同
様
に
売
却
先
を
打
診
し
て
お
り
、
文
中
で
「
内
の
蓮
中
と
磯
谷
が
大
た

す
か
り
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、売
却
が
急
務
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
と
同
時
に
、

弟
子
の
た
め
に
奔
走
す
る
師
・
芳
翠
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

文
末
に
は
明
治
美
術
会
の
会
頭
・
花
房
義
質
宅
を
訪
問
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
芳
翠

は
三
日
後
の
明
治
美
術
会
の
大
会
で
従
軍
体
験
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

相
談
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　

石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
源
』
橋
南
堂
、
一
九
〇
八
年
一
月
。
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一
〇
七

シ
ヲ
ラ
マ
畫
拾
枚
程
だ
れ
か

買
人
ハ
な
い
か
と
是
を
聞
に

や
つ
た
、
若
シ
君
も
山
師
を

見
つ
け
た
ら
至
急
に
手

紙
を
一
本
く
れ
た
ま
へ
、
是
ハ

内
の
蓮
中
と
磯
谷
が
大
た
す

か
り
、
け
さ
花
房
君
の

宅
江
行
か
ら
是
き
り
て

や
め
舛
、
拝
さ
よ
う
な
ら
、

五
月
九
日

　
　
　
　

山
本
芳
翠

　

黒
田
清
老
兄

　

ま
だ
ー
む
ニ
宜
敷
、

△
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一
〇
八

此
頃
合
田
之
處
に
君
之

手
紙
を
よ
こ
し
た
の
を
見
た
、

君
の
は
だ
か
で
東
京
も

大
噪
き
、
過
日
も
明
治
美
術
會
で

米〃
久
米
公
が
大
演
説
を
ヤ
ラ
カ
シ
タ
、

併
君
の
を
か
げ
で
日
本
人
に

よ
き
あ
び
ち
う
ど
が
出
来
た
、

そ
こ
で
僕
も
軍
之
語
を
シ
タ
、

是
ハ
例
の
ゴ
マ
カ
シ
、
此
頃
君
に

送
タ
手
紙
は
今
月
之
末

に
畫
を
持
て
行
と
書
た
わ

シ
ヲ
ラ
マ
ノ
画
で
ハ
無
く
そ
れ
わ
君

明
治
二
十
八
年
五
月
十
四
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
三
三
）

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
一
二
一
・
五
㎝
）

3
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
五
月
十
四
日
）

　

本
書
簡
で
は
黒
田
の
「
朝
妝
」
や
ジ
オ
ラ
マ
画
な
ど
、
前
便
と
重
複
あ
る
い
は
補
完

す
る
内
容
が
見
ら
れ
、
裸
体
画
騒
動
に
対
す
る
芳
翠
の
見
解
を
伝
え
て
い
る
点
に
お
い

て
注
目
さ
れ
る
。

　
「
過
日
も
明
治
美
術
會
で
米〃
久
米
公
が
大
演
説
を
ヤ
ラ
カ
シ
タ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
五
月
十
二
日
の
明
治
美
術
会
の
大
会
に
お
い
て
久
米
が
講
演
し
た
「
裸
体
美
人
に
関

す
る
美
術
上
の
意
見
」
の
こ
と
を
指
し
、
文
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
久
米

の
演
説
に
続
い
て
芳
翠
も
従
軍
経
験
を
講
じ
て
い
る
（
（
（

。

　

注
目
す
べ
き
は
そ
の
後
に
続
く
「
君
の
を
か
げ
で
日
本
人
に
よ
き
あ
び
ち
う
ど
が
出

来
た
」
の
一
文
で
あ
る
。「
あ
び
ち
う
ど
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
「habitude

」
で
あ
り
、

直
訳
で
「
習
慣
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
。
要
す
る
に
日
本
に
裸
体
画
の
習
慣
（
先
例
）

を
持
ち
込
ん
だ
、
あ
る
い
は
裸
体
画
を
巡
る
環
境
に
一
石
を
投
じ
た
こ
と
を
評
価
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
発
言
か
ら
は
芳
翠
が
日
本
に
お
け
る
裸
体
画
の
登
場
を
肯

定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
前
便
に
続
き
、
芳
翠
は
ジ
オ
ラ
マ
画
の
売
却
先
を
探
し
て
い
る
。
芳
翠
が
従
軍

し
て
い
る
間
に
弟
子
の
北
蓮
蔵
や
、
白
瀧
幾
之
助
等
（「
君
の
和
田
」
＝
和
田
英
作
か
）

が
十
枚
ほ
ど
描
い
た
と
い
う
。
こ
れ
を
売
却
す
る
た
め
に
芳
翠
は
京
都
に
い
る
黒
田
や

小
山
三
造
に
購
入
希
望
者
あ
る
い
は
仲
介
者
の
有
無
を
尋
ね
て
い
る
。
続
け
て
ジ
オ
ラ

マ
画
に
つ
い
て
「
高
橋
の
わ
見
な
い
が
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
年
四
月
二
日

よ
り
京
都
円
山
公
園
で
行
わ
れ
た
高
橋
勝
蔵
の
日
清
戦
争
を
題
材
と
し
た
ジ
オ
ラ
マ
画

の
展
示
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。

　

前
便
の
手
紙
で
記
さ
れ
て
い
た
関
西
行
に
つ
い
て
は
、「
天
主
様
」
す
な
わ
ち
明
治

天
皇
の
予
定
次
第
で
、
六
月
半
ば
ま
で
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
末
尾
に
は
「
例
の
コ
マ
カ
シ
画
を
書
ネ
バ
成
ぬ
」
と
あ
る
が
、
先
の
明
治
美
術

会
の
従
軍
話
を
「
コ
マ
カ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
清
戦
争
の
画
を
指
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　
『
読
売
新
聞
』
一
八
九
五
年
五
月
十
五
日
。

（
2
）　
『
日
出
新
聞
』
一
八
九
五
年
四
月
二
日
。
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一
〇
九

の
き
ら
い
な
天け

ん

皇の
う

陛
下
ニ

差
上
る
の
だ
、
シ
ヲ
ラ
マ
ハ
僕
ガ
留
守

之
内
ニ
君
の
和
田
や
蓮
蔵

白
瀧
之
連
中
が
か
ひ
て
十
枚
ハ

出
き
て
居
る
の
だ
、
夫
で
若
シ
君
に

山
師
が
見
付
か
つ
た
ら
知
ラ
セ
テ

く
れ
ろ
と
頼
ノ
ン
ダ
、
高
橋
の
わ

見
な
い
が
夫
ゟ
ハ
若
ひ
か
も
し
れ
ぬ
、

大
物
拾
枚
で
千
両
ニ
買
イ
て
が
有

は
貮
百
円
ぐ
ら
ひ
ハ
世
和
を
し
た

や
つ
ニ
遣
る
つ
も
り
だ
、
慾
の
深
ひ

山
師
が
有
り
そ
う
な
物
だ
、
夫
で

又
僕
は
天
主
様
が
東
京
江

御
帰
り
ニ
成
レ
バ
来
月
半
ば

京
都
松
原
通
六
道
前
下
ル

旧
水
口
屋
敷
小
谷
義
一
郎
殿
方
ニ
而

　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　

御
親
展

（
消
印
）
武
蔵
東
京
三
田
廿
八
年
五
月
十
四
日
ハ
便

　

東
京
芝
区
三
田
四
國
町

　
　

弐
番
地
十
七
号

封　
　
　
　

山
本
芳
翠

　
　
　

五
月
十
四
日

（
消
印
）
山
城
京
都
廿
八
年
五
月
十
五
日
ロ
便

封
筒
（
縦
一
八
・
九
㎝
、
横
七
・
一
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

510

一
一
〇

で
な
く
て
わ
西
京
に
ハ
行
け
な
い
、

嗚
呼
ま
ゝ
に
成
ら
ぬ
世
中
ジ
ャ
ア
ナ
ア
、

出
合
て
見
た
ら
そ
ん
な
に
ヨ
ウ
モ

有
る
ま
い
け
れ
ど
何
ン
だ
か
む
や
ミ
ニ

あ
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
様
な
心

持
が
し
て
早
う
京
都
に
行
た
い
、

又
日
々
も
例
の
コ
マ
カ
シ
画
を
書
ネ
バ

成
ぬ
か
ら
こ
ゝ
ら
で
筆
留
申
、

余
後
ト
か
ら
今
日
は
さ
よ
う
な
ら
、

五
月
十
四
日

　
　
　
　
　

山
本
芳
翠

黒
田
禿
頭
老
兄

　
　
　
　
　

閣
下

奥
様
に
宜
敷
、
其
外
僕
を
知
て

居
ル
や
ツ
に
ハ
君
ゟ
メ
ン
ド
ク
サ
イ
が

や
ツ
ぱ
り
宜
敷
御
て
き
ゞ
ニ
御
頼

申
上
候
、

△

423.indb   510 17/12/20   16:28



黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

511

一
一
一

拝
啓
、
其
後
は
御
無
音
ニ

打
過
候
、
扨
此
頃
は
ど
う

し
て
御
暮
成
さ
れ
候
や
、

定
メ
て
面
白
き
者
何
か
面

白
き
画
か
沢
山
出
来
た
で

御
座
り
ま
升
シ
ヲ
、
野
生
も

日
々
軍
の
畫
を
や
ら
か
し
て

居
ま
す
、
今
ハ
耳
が
よ
く

無な
い

け
れ
共
、
酒
も
呑
、
あ
れ
も

す
る
し
、
画
も
か
く
し
、
別
に

明
治
二
十
八
年
六
月
一
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
三
五
）

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
一
四
八
・
〇
㎝
）

4
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
六
月
一
日
）

　

前
便
か
ら
お
よ
そ
半
月
振
り
に
出
さ
れ
た
書
簡
。
文
中
で
は
引
き
続
き
、軍
の
画
を
描
き
、

六
枚
ほ
ど
が
六
月
中
に
完
成
予
定
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
前
便
、
前
々
便
の
書
簡
で
触
れ
ら

れ
て
い
た
関
西
行
の
計
画
は
、
天
皇
の
帰
京
に
よ
り
断
念
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

黒
田
が
日
本
に
お
け
る
裸
体
画
の
先
鞭
を
つ
け
た
こ
と
に
、
芳
翠
周
辺
の
洋
画
家
た
ち
が

喜
ん
だ
様
子
を
伝
え
る
。
ま
た
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
の
記
事
（
（
（

を
読
ん
だ
こ
と
な
ど
、
常
に
京

都
に
居
る
黒
田
の
動
向
を
気
に
か
け
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
併
せ
て
白
瀧
幾
之
助
の

画
が
売
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
白
瀧
は
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
「
待
ち
遠
し
」

と
「
景
色
」
を
出
品
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
待
ち
遠
し
」
が
褒
状
を
受
け
、
有
栖
川
宮

家
の
買
い
上
げ
と
な
っ
た
と
い
う
（
（
（

。
白
瀧
は
い
わ
ば
芳
翠
と
黒
田
の
共
通
の
弟
子
で
あ
り
、

弟
子
の
成
功
を
喜
ぶ
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

　

久
米
が
芳
翠
の
も
と
を
訪
れ
、
ア
ナ
ト
ミ
ー
（
解
剖
学
）
に
つ
い
て
講
じ
た
と
い
う
。
久

米
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
よ
り
人
体
、
裸
体
を
描
く
た
め
に
ア
ナ
ト
ミ
ー
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
て
お
り
、
ア
ナ
ト
ミ
ー
の
授
業
を
積
極
的
に
聴
講
し
、
自
主
的
な
学
習
に
励
む
な
ど
、
日

本
の
留
学
生
の
な
か
で
も
特
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
久
米
は

明
治
二
十
九
年
か
ら
大
正
十
五
年
の
三
十
年
に
わ
た
り
、
東
京
美
術
学
校
で
美
術
解
剖
学
に

つ
い
て
講
義
し
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
は
森
鷗
外
と
『
藝
用
解
剖
学
』
を
著
し
て
い
る
。
芳

翠
に
対
し
て
行
っ
た
講
義
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
久
米
が
東
京
美
術
学
校
の
教
壇
に
立

つ
前
か
ら
、
ア
ナ
ト
ミ
ー
を
講
じ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
渡
欧
し
て
い
た
芳

翠
が
年
下
の
久
米
か
ら
講
義
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
黒
田
の
裸
体
画
が
話
題

に
な
っ
た
直
後
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
芳
翠
は
裸
体
画
論
争
に
よ
っ
て
、
改
め
て
ア
ナ

ト
ミ
ー
の
重
要
性
を
認
識
、
あ
る
い
は
再
認
識
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

芳
翠
は
肖
像
画
家
と
し
て
生
計
を
立
て
、
ま
た
こ
の
年
に
は
裸
婦
像
が
多
く
登
場
す
る
「
浦

島
図
」
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
身
の
制
作
に
有
益
な
ア
ナ
ト
ミ
ー
を
学
ぶ
こ
と
は

必
然
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

文
中
で
は
「
杉
君
」
の
来
訪
を
待
つ
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、「
杉
君
」
と
は
後
便

に
も
登
場
す
る
杉
竹
二
郎
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
杉
は
関
西
方
面
に
滞
在
し
て
お

り
（
（
（

、
芳
翠
は
そ
の
事
を
知
ら
ず
に
来
訪
を
待
ち
わ
び
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

512

一
一
二

　

本
書
簡
は
久
米
や
杉
と
の
交
流
を
伝
え
る
書
簡
で
あ
り
、
ま
た
年
下
の
久
米
か
ら
ア
ナ
ト

ミ
ー
の
講
義
を
受
け
る
と
い
っ
た
芳
翠
の
柔
軟
な
性
格
を
伝
え
る
書
簡
と
し
て
興
味
深
い
。

（
1
）　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
の
紙
面
で
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
五
月
五
日
よ
り
連
載
さ
れ

た
「
大
博
覧
会
油
画
漫
評
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、こ
の
評
を
見
た
芳
翠
は
「
実
ニ
か
ん
ぷ
く
」

と
評
し
て
い
る
。

（
2
）　
『
中
央
美
術
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
二
〇
年
四
月
。

（
3
）　
「
黒
田
清
輝
宛
杉
竹
二
郎
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
二
日
）」『
黒
田
清
輝
フ
ラ
ン

ス
語
資
料
集
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
三
月
。

ど
う
と
申
事
も
無
が
、

美
術
會
か
ら
度
々
呼
ニ

来
ル
外
に
、
軍
の
咄
を
聞

た
か
る
人
か
来
ル
、
何
や
ら
か
や
ら

ひ
ま
つ
ぶ
し
が
多
く
て
誠
に

画
か
け
ぬ
、
今
月
中
に
は

六
枚
程
画
が
出
来
ル
け
れ
ど
、

陛
下
が
御
帰
與
ニ
成
タ
か
ら

と
て
も
西
京
に
は
行
か
れ
そ
う
も

な
い
、
併
君
之
大
阪
毎
日

新
聞
ニ
今
度
の
博
覧
会
ヘ
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

513

一
一
三

　
　
　
「
ヨ
ウ
ノ
ツ
モ
リ
ダ
ガ
チ
ガ
ウ
カ
モ
シ
レ
ヌ

油
画の
を〃
評
を
見
タ
が
実
ニ

か
ん
ぷ
く
、
夫
ニ
白
瀧
の
画
が

う
れ
て
當
人
は
申
不
及
、
其
外

吾
〳
〵
ニ
至
ル
迠
大
喜
び
、
次
ニ

君
が
と
う
〳
〵
は
だ
か
を
出
て

大
評
伴
取
た
の
で
、
是
か
例
ニ

な
り
て
画
工
連
中
大
喜
び
、

め
出
度
〳
〵
、
久
米
君
は
今
日

朝
か
ら
来
て
ア
ナ
ト
ミ
ー
ノ

こ
う
ぎ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
、

杉
君
は
此
頃
僕
之
處
江

来
ル
は
づ
た
が
と
ふ
し
た
か

待
て
居
ル
が
ま
た
こ
な
い
、

京
都
松
原
通
六
道
前
下
ル

旧
水
口
屋
敷
小
谷
義
一
郎
方
ニ
而

　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　

御
親
展

（
消
印
）
武
蔵
東
京
三
田
廿
八
年
六
月
二
日
ニ
便

　

東
京
芝
区
三
田
四
國
町

　

貮
番
地

封　
　
　

山
本
芳
翠

　
　

六
月
一
日

（
消
印
）
山
城
京
都
廿
八
年
六
月
参
日
リ
便

封
筒
（
縦
二
〇
・
一
㎝
、
横
七
・
八
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

514

一
一
四

又
東
京
は
藝
者
か
賣
切

魚
が
賣
切
れ
、　

天
皇
陛
下

御
帰
與
ニ
付
て
驚
さ
わ
ぎ
、

又
く
わ
敷
事
は
後
便
ニ

萬
端
可
申
上
候
、
早
々

　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首
、

六
月
一
日　

　
　
　
　

山
本
芳
翠

　

黒
田
老
兄
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

515

一
一
五

謹
啓
、
此
頃
は
御
帰
京
之

由
御
申
越
ニ
相
成
候
處
、
察
す
る

舊
時
計
之
形
に
て
八
ツ
七
ツ
六
ツ
五
ツ

四
ツ
ト
大
分
下
ル
ト
思
と
、
又
九
ツ
ト
上
度
ニ

上
リ
、
度
々
下
リ
腰
骨
疲
水
ツ
キ

眼
凹
、
京
都
之
景
色
わ
ア
ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン

之
タ
ブ
ロ
ニ
成
リ
、
眠
ル
時
ハ
（
猫
絵
）
夢
ヲ

見
而
、
又
（
豚
絵
）
思
出
シ
被
成
候
為
ニ
、

博
覧
会
御
見
物
も
大
分

お
な
が
く
成
右
ニ
申
上
候
通
リ
、
萬　
　
　

萬
々
ナ
ニ
シ
テ
。
ナ
ニ
モ
ナ
ニ
シ
テ

ア
レ
モ
又
ア
ー
ヤ
ッ
テ
。
ア
ソ
コ
モ

ア
キ
タ
シ
。
キ
ヤ
ツ
ガ
キ
ザ
ダ
シ
。
ヤ
ツ
ハ
ソ
レ
デ
モ

年
欠
六
月
八
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
二
六
）
※
封
筒
な
し

（
縦
一
七
・
九
㎝
、
横
七
七
・
〇
㎝
）

5
．
杉
（
竹
二
郎
）
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
年
欠
六
月
八
日
）

　

本
書
簡
は
封
筒
が
無
く
、投
函
年
不
詳
で
宛
名
も
黒
田
で
は
な
く「
杉

老
兄
閣
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
杉
と
は
前
便
と
同
じ
く
杉
竹
二

郎
と
思
わ
れ
る
。
杉
は
子
爵
・
杉
孫
七
郎
の
子
で
、
白
馬
会
結
成
後
に

研
究
所
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
指
導
を
担
当
し
、
黒
田
や
久
米
の
書

簡
や
日
記
に
た
び
た
び
登
場
し
、
親
し
い
仲
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　
「
京
都
切
上
之
事
ニ
相
成
、
近
日
ニ
御
帰
京
之
由
何
レ
面
語
山
々
」

と
あ
り
、
博
覧
会
見
物
の
事
や
書
簡
末
尾
に
黒
田
御
夫
婦
に
宜
し
く
と

書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
に
京
都
滞
在
中
の
杉
宛
に
送

ら
れ
た
書
簡
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
便
の
書
簡
で
は
杉
の
行
方
を
知
ら

な
か
っ
た
芳
翠
だ
が
、
本
書
簡
で
は
杉
が
京
都
に
居
る
こ
と
を
知
っ
て

お
り
、
ま
た
書
簡
の
冒
頭
で
も
「
此
の
頃
は
ご
帰
京
の
由
御
申
越
し
に

相
成
り
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
便
の
後
に
杉
か
ら
の
書
簡
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
中
末
尾
で
は
黒
田
の
こ
と
を
禿
頭
先
生
と
呼
ん
で
い
る
が
、「
此

頃
は
雲
筆
何
ニ
ト
存
居
候
得
共
」
と
黒
田
の
制
作
に
つ
い
て
案
じ
て
い

る
芳
翠
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
疲
れ
て
眺
め
る
京
都
の
景
色
を

「
ア
ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン
之
タ
ブ
ロ
」
と
印
象
派
の
絵
画
に
例
え
て
い
る

点
は
興
味
深
い
。
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

516

一
一
六

ナ
ン
ダ
ケ
ハ
。
マ
ー
エ
ー
サ
。
ナ
ン
カ
ニ
テ

京
都
切
上
之
事
ニ
相
成
、
近
日
ニ

御
帰
京
之
由
何
レ
面
語
山
々

御
櫞カ

言
承
り
可
申
候
、
先
は

御
返
事
迄
如
斯
ニ
御
座
候
、

六
月
八
日　
　

頓
首
、

　
　
　
　

山
本
芳
翠

　
　
　
　
　
　
　

拝

　

杉
老
兄

　
　
　
　

閣
下

　

黒
田
御
夫
婦
ニ
宜
敷
願
ま
す
、

　

禿
頭
先
生
ニ
ハ
若
年
寄
御
勤

　

被
成
候
間
、
此
頃
は
雲
筆
何
ニ
ト
存
居
候
得
共
、

　

最
早
戦
中
之
梅
干
氣
も
ぬ
け
、
ホ
テ
ル
料
理
ノ

　

カ
マ
ン
昼
夜
御
勉
強
之
事
ニ
奉
恐
察
候
、

△
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

517

一
一
七

謹
啓
、
陳
は
其
後
は
御

無
音
ニ
打
過
候
、
昨
日
杉
君

僕
之
留
守
宅
江
来
て
く
れ

ま
し
た
、
留
守
で
甚
残
念
、

日
の
く
れ
頃
ニ
帰
宅
し
て

居
ル
と
読
買

（
マ
マ
）新

聞
之

越
知
、
時
事
の
堀
井
と

両
人
ニ
而
来
て
、
今
度
從
軍

し
た
連
中
が
壱
會
催
シ

明
治
二
十
八
年
六
月
十
八
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
二
五
）

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
一
〇
四
・
〇
㎝
）

6
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
六
月
十
八
日
）

　

書
簡
の
主
旨
は
日
清
戦
争
の
従
軍
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
対
し
て
お
礼
を
す
る
た
め
の

会
を
開
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
べ
く
、
黒
田
の
帰
京
予
定
に
つ
い
て

尋
ね
て
い
る
。

　

こ
の
書
簡
に
登
場
す
る
「
読
買
（
マ
マ
）新

聞
之
越
知
」
と
は
日
清
戦
争
の
時
に
従
軍
し
た
『
読
売

新
聞
』
の
記
者
・
越
智
修
吉
の
こ
と
で
、「
時
事
の
堀
井
」
と
は
同
じ
く
『
時
事
新
報
』
の

記
者
と
し
て
従
軍
し
た
堀
井
卯
之
助
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
二
人
は
『
黒
田
日
記
』
に
も

た
び
た
び
登
場
し
、
帰
国
後
も
交
流
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
が
芳
翠

宅
を
訪
問
し
、
遊
楽
会
開
催
の
た
め
に
従
軍
で
一
緒
に
な
っ
た
人
を
集
め
る
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
久
保
田
（
米
僊
か
）
と
黒
田
が
不
在
の
た
め
、
手
分
け
し
て
両
人
の
帰
京
の
都
合
に
つ

い
て
尋
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
遊
楽
会
に
つ
い
て
は
、
後
日
談
と
し
て
六
月
二

十
八
日
付
の
書
簡
に
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
詳
細
は
別
記
す
る
が
、
久
保
田
は
越
智
が
、
黒

田
は
芳
翠
が
連
絡
を
と
る
と
い
う
段
取
り
で
、
芳
翠
は
黒
田
に
対
し
て
帰
京
の
有
無
を
尋
ね

て
い
る
。

　

前
便
で
芳
翠
が
杉
に
対
し
て
帰
京
後
の
面
会
を
求
め
て
い
た
が
、
冒
頭
で
は
杉
が
来
訪
し

た
と
こ
ろ
芳
翠
が
留
守
で
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

518

一
一
八

戦
中
ニ
世
和
ニ
成
り
た
る
人
ニ

禮
之
一
口
も
ゆ
を
う
と
申
事
で
、

其
時
之
人
数
を
あ
つ
め
る
と

君
と
久
保
田
君
両
人
が

い
な
ゐ
か
ら
、
其
で
僕
は
君
の

所
ろ
へ
、
越
知
君
は
久
保
田
の

所
ろ
と
手
分
を
し
て
聞
の

だ
が
、
君
は
何
時
頃
帰
京
被
致

る
か
是
を
聞
か
ね
ば
其
の

遊
樂
會
之
日
限
を
定
め
る
ニ

こ
ま
る
か
ら
、
一
寸
一
筆
書
て

帰
る
と
か
帰
ら
ぬ
と
か
返
事
ヲ
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

519

一
一
九

御
頼
申
ま
す
、
外
の
事
は

此
頃
杉
君
に
合
か
ら
都
而

聞
つ
も
り
だ
、
先
今
日
は

用
要
之
点
迄
で
、
早
々
頓
首
、

六
月
十
八
日

　
　
　
　

山
本
芳
翠

　

黒
田
老
兄

　
　
　
　
　

足
下

京
都
松
原
通
六
道
前
下
ル

旧
水
口
屋
敷
小
谷
義
一
郎
殿
方

　
　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　

御
親
展

（
消
印
）
武
蔵
東
京
三
田
廿
八
年
六
月
十
八
日
ハ
便

　

東
京
芝
区
三
田
四
國
町
二
番
地

封　
　
　

山
本
芳
翠

　
　

六
月
十
八
日

（
消
印
）
山
城
京
都
廿
八
年
六
月
十
九
日
ハ
便

封
筒
（
縦
二
一
・
一
㎝
、
横
八
・
一
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

520

一
二
〇

君
は
怒
て
か
何
だ
か
手
紙

の
返
事
を
少
も
し
て
く
れ
ぬ
、

お
こ
る
も
人
に
し
や
く
ら
れ
て

を
こ
つ
て
わ
い
け
な
い
よ
、

君
〃はニ

ハ

僕
ハに〃
お
こ
る
よ
う
な
事
ハ

し
な
い
つ
も
り
だ
が
、
何
か
心
持
が

わ
る
い
事
が
有
な
ら
そ
れ
ハ

夫
レ
で
あ
た
時
ニ
し
か
り
賜
へ
、
そ
れ
ハ

そ
う
し
て
杉
君
が
僕
之
内
へ

来
て
く
れ
ま
し
た
が
僕
は
ま
だ

行
か
ぬ
、
画
は
三
〃枚ツ

ば
か
り
出
来
た

明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
一
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
三
四
）

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
八
二
・
〇
㎝
）△

7
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
一
日
）

　

本
書
簡
の
冒
頭
で
は
、黒
田
か
ら
の
返
信
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
苦
言
を
呈
し
、

返
事
を
催
促
し
て
い
る
。
前
便
か
ら
三
日
後
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
よ
り

黒
田
か
ら
の
返
事
が
滞
っ
て
い
た
こ
と
が
類
推
で
き
る
。
た
と
え
ば
黒
田
に
宛
て

た
五
月
二
十
六
日
付
の
杉
竹
二
郎
書
簡
で
は
、
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
も

の
の
、
黒
田
の
宇
治
で
の
仕
事
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（
（
（

。
あ
る
い
は
六
月
二
十

八
日
付
の
書
簡
に
「
君
之
方
は
又
上
等
で
須
磨
や
明
石
之
浦
風
に
吹
か
れ
て
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
黒
田
は
京
都
か
ら
離
れ
、
須
磨
や
明
石
に
行
っ
て
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
黒
田
か
ら
の
返
事
が
な
か
な
か
来
な

い
こ
と
に
、
芳
翠
は
年
長
者
と
し
て
黒
田
を
諭
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
他
に
も
杉
が
芳
翠
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
や
、「
画
が
三
枚ツ

ば
〃

か
り
出
来

た
な
か
〳
〵
こ
ま
か
に
で
き
た
」
な
ど
、
近
況
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
「
君
の

方
へ
和
田
氏
が
行
き
ま
し
た
が
何
か
画
を
か
い
て
居
り
舛
か
」
と
あ
り
、
当
時
京

都
に
滞
在
し
て
い
た
和
田
英
作
に
つ
い
て
気
を
配
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
同
じ

く
「
久
米
君
も
京
都
へ
行
き
ま
し
た
そ
う
な
」
と
あ
る
よ
う
に
、
久
米
は
京
都
の

黒
田
に
宛
て
た
明
治
二
十
八
年
六
月
十
日
の
書
簡
で
京
都
に
行
く
旨
を
伝
え
て
い

る
（
（
（

。
（
1
）　
「
黒
田
清
輝
宛
杉
竹
二
郎
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
）」『
黒
田
清

輝
フ
ラ
ン
ス
語
資
料
集
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
三
月
。

（
2
）　
「
黒
田
清
輝
宛
久
米
桂
一
郎
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
六
月
十
日
）」
同
右
。
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

521

一
二
一

な
か
〳
〵
こ
ま
か
に
で
き
た
、
君
の

方
へ
和
田
氏
が
行
ま
し
た
が

何
か
画
を
か
い
て
居
り
舛
か
、

夫
わ
そ
う
と
た
ま
に
ハ
手
紙
を

も
ら
い
た
い
、
久
米
君
も
京
都
へ

行
き
ま
し
た
そ
う
な
、
又
何
か

面
白
い
事
が
沢
山
有
ま
し
よ
う
、

う
ら
や
ま
し
き
事
ニ
候
、
先
は

手
紙
催
促
迄
、
早
々
以
上
、

六
月
廿
一
日

　
　
　
　
　

山
本
芳
翠

　
　
　

黒
田
畫
兄

京
都
松
原
通
六
道
前
下
ル

旧
水
口
屋
敷
小
谷
義
一
郎
殿
方　
　
　
　

　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　

御
親
展

（
消
印
）
武
蔵
東
京
三
田
／
廿
八
年
六
月
二
十
二
日
ニ
便

　

東
京
芝
区
三
田
四
國
町

　
　

貮
番
地

封　
　
　
　
　

山
本
芳
翠

　
　
　

六
月
廿
一
日

（
消
印
）
山
城
京
都
／
廿
八
年
六
月
二
十
四
日
イ
便

封
筒
（
縦
二
一
・
一
㎝
、
横
八
・
二
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

522

一
二
二

此
頃
は
君
之
所
え
返
事

を
催
促
之
手
紙
を
出
す
と

行
き
ち
か
い
に
君
之
返
事
が

来
て
面
目
玉
を
こ
ろ
か
し
た
が

遠
く
て
見
へ
な
か
つ
た
、
君
之

ゆ
う
よ
う
に
金
も
う
け
が
有
れ
ハ

す
て
き
だ
が
例
之
宮
内
省
ダ

か
ら
な
か
〳
〵
心
配
な
事
だ
て
其

内
に
は
君
も
帰
る
だ
ろ
ふ
か
ら

成
た
け
う
ま
く
頼
ミ
ま
す
、
夫

か
ら
堀
井
と
越
知
と
が
大

骨
を
り
で
廿
五
日
之
六
時
か
ら

明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
付
書
簡
（
〇
八
�
〇
二
四
）

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
一
九
一
・
〇
㎝
）△

8
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
）

　

本
書
簡
は
六
月
十
八
日
付
の
書
簡
で
計
画
さ
れ
た
遊
楽
会
の
様
子
を
伝
え
る
。

従
軍
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
お
礼
と
し
て
読
売
新
聞
の
越
智
と
時
事
新
報
の

堀
井
が
企
画
し
た
こ
の
遊
楽
会
は
、
六
月
二
十
五
日
の
午
後
六
時
よ
り
「
烏
森
の

湖
月
」で
開
催
さ
れ
た
。「
烏
森
の
湖
月
」は
当
時
新
橋
に
あ
っ
た
有
名
な
料
亭
で
、

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
銀
座
の
料
亭
・
花
月
楼
の
支
店
と
し
て
開
店
し
、
日

清
戦
争
に
戦
役
し
た
軍
人
た
ち
が
、
終
戦
後
に
よ
く
集
ま
っ
た
場
所
と
し
て
知
ら

れ
る
。

　

さ
て
こ
の
会
に
は
企
画
者
で
あ
る
堀
井
と
越
智
に
加
え
「
伊
地
知
」「
與
田
」

と
い
う
人
物
が
参
加
し
、
他
に
も
、「
津
川
」
や
「
野
津
」
と
い
う
人
物
も
招
待

す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
書
簡
は
伝
え
て
い
る
。
伊
地
知
、
與
田
、
津
川
、
野
津
は

文
脈
か
ら
し
て
日
清
戦
争
の
軍
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
が
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
特

派
員
で
あ
る
天
野
鐡
腕
が
著
し
た
「
入
清
日
記
」
で
は
「
参
謀
部
第
二
課
依
田
大

尉
、
野
津
大
尉
、
管
理
部
津
川
大
尉
皆
我
輩
新
聞
記
者
を
遇
す
る
頗
る
悃
篤
に
し

て
（
（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
従
軍
し
た
新
聞
記
者
や
画
家
た
ち
の
世
話
役
と

し
て
こ
の
三
名
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
よ
っ
て
書
簡
に
登
場
す

る
與
田
、
津
川
、
野
津
は
こ
の
三
名
を
指
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
「
黒
田
之
支
那
唄
が
無
ひ
の
が
一
ツ
ノ
缺
點
と
申
事
で
あ
つ
た
」
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
黒
田
は
欠
席
で
あ
っ
た
。

　

前
便
の
書
簡
で
芳
翠
は
黒
田
に
返
事
を
催
促
し
て
い
る
が
、
冒
頭
で
は
催
促
の

書
簡
と
入
れ
違
い
で
黒
田
の
書
簡
が
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
「
君
之
ゆ
う
よ
う
に
金
も
う
け
が
有
れ
ハ
す
て
き
だ
が
例
之
宮
内
省
ダ
か
ら
な

か
〳
〵
心
配
な
事
だ
て
其
内
に
は
君
も
帰
る
だ
ろ
ふ
か
ら
成
た
け
う
ま
く
頼
ミ
ま

す
」
と
宮
内
省
関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
黒
田

を
介
し
た
仕
事
の
斡
旋
な
の
か
、
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ

る
も
の
の
、
芳
翠
が
帰
国
後
に
宮
内
省
の
仕
事
に
多
く
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、
来
月
出
か
け
る
こ
と
、
杉
に
青
山
で
あ
っ
た
こ
と
、
病
気
か
ら
快
復

423.indb   522 17/12/20   16:28



黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

523

一
二
三

し
た
こ
と
、
合
田
の
兄
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
勤
務
の
田
島
応
真
が
帰
朝

し
た
こ
と
、
そ
し
て
日
清
戦
争
の
戦
地
か
ら
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
黒
田
の
鉄
砲
や

軍
服
な
ど
の
扱
い
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

　
「
僕
も
来
月
は
出
か
け
ま
す
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
二
十
八
年
七
月
三
日

付
、
芳
翠
の
弟
・
山
本
金
吾
に
宛
て
た
書
簡
（
（
（

に
、
父
が
病
気
で
薬
を
見
つ
け
る
こ

と
、
そ
し
て
実
家
に
帰
る
際
に
持
参
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
帰

郷
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
父
・
山
本
権
八
は
八
月
十

五
日
に
亡
く
な
り
、
芳
翠
は
三
十
年
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
っ
て
い
る
。

（
1
）　

天
野
鐡
腕
『
入
清
日
記
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
八
九
四
年
十
一
月
八
日
。
ま

た
黒
田
の
従
軍
日
記
の
う
ち
明
治
二
十
七
年
十
二
月
六
日
に
も
「
今
日
管
理
部

に
て
野
津
鎮
武
氏
ニ
逢
う
」（『
黒
田
清
輝
日
記
』
第
二
巻
、
一
九
六
七
年
二
月
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
野
津
」
は
野
津
鎮
武
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
伊

地
知
」
は
伊
地
知
参
謀
こ
と
伊
地
知
幸
介
か
。

（
2
）　
「
山
本
金
吾
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
七
月
三
日
）」『
画
集
・
山
本

芳
翠
の
世
界
』
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

井
地
知
君
と
與
田
君
之
両
氏

と
供
ニ
愉
快
を
し
て
久
し
ぶ
り
て

遊
ひ
、
其
時
ニ
津
川
と
野
津

之
両
氏
を
も
招
た
く
思
た
が
、
何

分
主
人
少
な
の
客
沢
山
で
わ

御
馳
走
少
な
の
別
前
沢
山
で

ハ
面
白
く
な
い
と
相
談
き
ま
り
、

二
り
召
ぶ
の
を
止
て
烏
森
の

湖
月
で
蓮
中
不
残
で
藝

盡
し
を
や
ら
か
し
た
が
、
此
内
に
君

即
ち
黒
田
之
支
那
唄
が

無
ひ
の
が
一
ツ
ノ
缼
點
と
申
事

で
あ
つ
た
、
君
之
方
は
又
上
等
で
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

524

一
二
四

須
磨
や
明
石
之
浦
風
に
吹
か
れ

て
お
は
げ
が
黒
く
な
り
と
で
も
、

少
シ
お
か
や
き
の
し
や
れ
だ
が
定

め
て
面
白
か
つ
た
で
あ
り
ま
し
よ
う
、

僕
も
山
ゟ
海
方
が
す
き
だ
が

時
々
海
を
見
な
い
と
心
ろ
が

せ
ま
く
な
る
よ
う
だ
、
久
米
ハ

い
く
ら
塩
風
に
吹
か
れ
て
も

下
染
が
い
ゝ
か
ら
目
に
立
ツ
き

づ
か
い
ハ
な
い
、
山
海
之
空
氣
を

の
ミ
、
う
ま
い
物
を
沢
山
喰
ひ

込
ミ
、
非
常
に
つ
よ
く
成
て
も

一
件
は
樽
附
た
し
す
べ
て

う
ら
や
ま
し
い
事
だ
、
僕
も
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

525

一
二
五

来
月
は
出
か
け
ま
す
、
此
頃

杉
に
青
山
で
合
た
、
僕
も
病
氣

で
酒
を
や
め
て
居
た
が
、
醫
者
が
ね
、

あ
ん
ま
り
い
こ
じ
に
呑
ま
せ
無
い

か
ら
、
い
ま
〳
〵
し
い
か
ら
此
頃
ハ

毎
ば
ん
粟
盛
を
五
合
位
ひ

呑
で
勇
氣
を
出
し
薬
を

や
め
た
ら
病
氣
か
な
を
つ
た
、

ま
だ
少
シ
せ
き
が
出
る
、
合
田
は

兄
き
が
帰
て
来
た
か
ら
外
へ

で
な
く
し
て
居
ま
す
、
君
の
戦

地
か
ら
持
て
来
た
鉄
砲
と
チ
ャ
ン
ノ

き
も
の
カ
鎧
冑
な
ど
ハ
君
の

留
守
江
持
て
行
こ
ふ
か
僕
の

と
こ
ろ
に
あ
づ
か
つ
て
置
く
か

京
都
松
原
通
り
六
道
前
下
ル
旧
水
口
屋
敷

小
谷
義
一
郎
殿
方
ニ
而

　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　

御
親
展

（
消
印
）
武
蔵
東
京
三
田
廿
八
年
六
月
二
十
九
日
郵
便

　

東
京
芝
区
三
田
四
国
町
弐
番
地

封　
　
　
　

山
本
芳
翠

（
消
印
）
山
城
京
都
廿
八
年
六
月
三
十
日
リ
便

封
筒
（
縦
二
一
・
一
㎝
×
横
八
・
一
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

526

一
二
六

席
叙
之
時
に
一
筆
よ
こ
し
て

ほ
し
い
、
面
白
イ
事
か
無
い
か
ら

先
今
日
は
さ
よ
う
な
ら
、

六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　

山
本
芳
翠

　
　
　
　
　
　
　
　

拝

　
　

黒
田
老
兄

　
　
　
　
　

足
下

　

を
く
様
に
宜
敷
、
其
外
僕
ヲ

　

知
て
い
る
人
に
会
な
ら
、
め
ん
ど
う
て
も

　

宜
敷
と
ゆ
つ
て
く
れ
賜
江
、
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

527

一
二
七

拝
啓
、
過
日
は
甚
失
敬
、

然
は
白
馬
會
々
開
ニ
付

申
迄
も
無
之
候
得
共
、

非
常
之
御
盡
力
難
有

奉
恐
謝
候
、
然
而
は
小
生
も

日
々
来
館
致
奔

走
致
べ
き
之
處
、

諸
君
之
御
盡
力
と

任
老
兄
御
厚
意
、
只

引
籠
怠
慢
致
居
り
候

明
治
三
十
五
年
九
月
二
日
付
書
簡
（
二
一
�
一
五
六
）

（
縦
一
八
・
二
㎝
、
横
七
八
・
九
㎝
）

9
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
三
十
五
年
九
月
二
日
）

　

本
書
簡
で
は
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
第
七
回
白
馬
会
開
催
準
備
の
お

礼
と
お
詫
び
を
伝
え
る
。
こ
の
年
は
芳
翠
の
経
歴
に
お
い
て
空
白
の
期
間
に
あ
た

り
、
本
書
簡
で
「
引
籠
怠
慢
致
居
り
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
表

立
つ
活
動
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
翌
年
の
明
治
三
十
六（
一
九
〇
三
）年
か
ら
は
、

活
人
画
や
舞
台
背
景
の
制
作
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

さ
て
文
中
で
は
白
馬
会
の
開
催
に
黒
田
が
尽
力
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
お
礼
、

そ
し
て
本
来
な
ら
ば
芳
翠
も
参
加
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
年
の
九
月
二
十
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
上
野
公
園
第
五
号
館
で
第

七
回
白
馬
会
が
開
催
さ
れ
、
芳
翠
は
伊
藤
博
文
の
肖
像
画
を
出
品
し
て
い
る
が
（
（
（

、

本
書
簡
か
ら
は
芳
翠
が
白
馬
会
の
運
営
や
展
覧
会
の
準
備
な
ど
、
実
務
に
は
関
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
芳
翠
は
第
一
回
展
の
開
催
に
際
し
て
多
く
の
出

品
を
黒
田
と
約
束
す
る
が
、
実
際
に
は
第
一
回
展
に
「
旅
順
、
金
州
、
朝
鮮
等
戦

争
画
（
（
（

」
を
出
品
し
、
以
降
明
治
三
十
六
年
開
催
の
第
八
回
展
と
明
治
三
十
八
（
一

九
〇
五
）
年
開
催
、
白
馬
会
創
立
十
年
紀
念
絵
画
展
覧
会
に
出
品
が
確
認
で
き
る

程
度
で
あ
る
。
こ
の
二
回
は
い
ず
れ
も
新
作
で
は
な
く
、
第
八
回
展
は
模
写
参
考

品
と
し
て
渡
欧
期
に
描
か
れ
た
「
天
女
」
が
出
品
さ
れ
、
ま
た
第
十
回
展
で
は
合

田
清
に
よ
っ
て
肖
像
画
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
芳
翠
は
前
述
の
と
お
り
白
馬
会
の

立
ち
上
げ
時
に
は
関
わ
っ
て
い
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
出
品
に
対
し
て
消
極
的
な

姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

（
1
）　
『
美
術
新
報
』
第
一
巻
第
一
五
号
、
一
九
〇
二
年
十
月
二
十
日
。

（
2
）　
『
報
知
新
聞
』
一
八
九
六
年
十
月
六
日
。
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

528

一
二
八

段
、
何
卒
御
容
赦
被
下
度

奉
懇
願
候
、
加
る
ニ
平
素

之
御
無
沙
汰
も
近
日

鳳
堂
之
上
萬
々

御
詫
可
申
上
候
、

　
　
　
　
　

草
々

九
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首
、

　
　
　
　

山
本
芳
翠
（
花
押
）

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　
　

貴
下

二
伯
、
何
卒
老
兄
よ
り
諸
君
へ
も

宜
敷
御
執
成
被
下
度
候
、

赤
坂
区
平
川
町
六
丁
目
拾
四
番
地

　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　
　

親　

展

（
消
印
）
東
京
三
田　

35
‐
9
‐
21　
　

　
　

芝
区
白
金
志
田
町
七
番
地

（
緘
）　　

山
本
芳
翠

　
　

九
月
廿
一
日

封
筒
（
縦
二
二
・
八
㎝
×
横
九
・
四
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

△
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

529

一
二
九

拝
啓
、
今
日
君
之
御
手
紙
を

難
有
拝
見
致
、
実
ニ
〳
〵

久
々
ニ
て
御
面
會
致
た
る

心
知
致
し
候
、
以
先
貴
君
は

御
盛
之
由
奉
恐
賀
候
、

降
而
僕
も
下
手
糞
之
画
を

書
て
居
て
も
貧
乏
が
例
と
也
、

残
念
之
至
り
存
、
昨
年
よ
り

一
設
致
し
て
飯
だ
け
も
作
り

置
き
て
、
夫
か
ら
乍
拙
手
も
外
ニ

藝
も
無
か
ら
画
で
も
か
ゐ
て

年
欠
十
一
月
九
日
付
書
簡
（
一
六
�
〇
五
二
）

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
一
三
〇
・
三
㎝
）△

10
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
年
欠
十
一
月
九
日
）

　

年
期
不
明
の
書
簡
で
あ
る
が
、
芳
翠
の
住
居
が
「
芝
区
白
金
志
田
町
七
番
地
」

に
転
居
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
十
一
月
以
降
の
書
簡
と
考
え
ら
れ

る
（
（
（

。
書
簡
で
は
金
銭
的
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
、「
貧
す
り
や
鈍
す
る

泣
面
蜂
が
さ
す
」
な
ど
そ
の
文
面
か
ら
は
悲
壮
感
が
漂
う
。

　

冒
頭
で
黒
田
か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
実
ニ
〳
〵
久
々
ニ
て

御
面
會
致
た
る
心
知
致
し
候
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
が
書
か
れ

た
時
期
に
芳
翠
と
黒
田
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
芳
翠

は
去
る
月
、
す
な
わ
ち
十
月
に
何
処
か
ら
か
帰
京
し
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
に
「
何
分
長
く
之
間
留
守
を
致
し
置
候
」
と
記
し
て
あ
る
こ
と

か
ら
、
長
期
に
わ
た
り
東
京
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
中
末
尾
に

は
「
此
頃
ニ
又
々
静
岡
迄
参
り
雜
事
相
方
付
帰
京
之
上
は
」
と
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
芳
翠
が
静
岡
に
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
芳
翠
と
静
岡
を

結
び
付
け
る
資
料
は
乏
し
く
、
目
的
お
よ
び
時
期
は
不
明
で
あ
る
（
（
（

。

　

ま
た
六
日
の
夕
方
に
は
偶
然
湯
浅
一
郎
と
出
会
い
、
黒
田
へ
の
伝
言
を
頼
ん
で

い
る
。
芳
翠
は
黒
田
に
面
会
を
希
望
す
る
も
の
の
、
留
守
で
不
在
の
間
に
雑
用
が

溜
ま
っ
た
た
め
に
、
伺
う
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
静
岡
の
用
事
が
片
付
き
次
第
伺
う

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）　
『
画
集
・
山
本
芳
翠
の
世
界
』
で
紹
介
さ
れ
た
明
治
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八

日
付
の
山
本
金
吾
宛
山
本
芳
翠
書
簡
で
は
、
既
に
住
所
が
志
田
町
宛
に
な
っ
て

い
る
。

（
2
）　

長
尾
一
平
は
佐
藤
久
二
を
め
ぐ
る
回
想
の
中
で
芳
翠
が
「
二
階
堂
某
」
と
い

う
華
族
と
静
岡
を
訪
れ
磯
谷
本
家
の
利
光
と
共
に
、
国
の
た
め
に
新
し
い
特
殊

な
金
属
を
製
造
す
る
計
画
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（
長
尾
一
平
編
『
山
本
芳
翠
』

長
尾
一
平
、
一
九
四
〇
年
）。
こ
の
ほ
か
に
も
芳
翠
は
磯
谷
の
本
家
と
繫
が
り
を

持
ち
、
日
清
戦
争
の
ジ
オ
ラ
マ
画
を
描
き
、
静
岡
市
内
で
磯
谷
健
吉
の
叔
父
が

展
示
し
た
と
長
尾
は
伝
え
て
い
る
。
よ
っ
て
芳
翠
の
静
岡
行
は
こ
の
磯
谷
家
と

関
係
す
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

530

一
三
〇

諸
君
に
御
笑
語
致
す
之

心
得
之
處
、
扨
其
様
に
は

不
行
濟
、
始
る
時
は
牡
丹

餅
で
頬
ぺ
た
を
敲
く
様
ナ

積
り
で
や
り
そ
こ
な
ゐ
、
其

後
は
貧
す
り
や
鈍
す
る

泣
面
蜂
が
さ
す
と
申
候
様
、

御
恥
ヶ
敷
次
第
ニ
御
座
候
、

夫
ニ
就
去
月
帰
京
致
し
候
得
共
、

何
方
様
ニ
も
顔
出
も
不
仕
、
夫
故

宅
ニ
居
て
も
留
守
ニ
而
此
頃
迄

引
籠
り
候
處
、
去
る
六
日
之
夕

湯
淺
一
郎
氏
ニ
行
合
候
ニ
付
て

△
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531

一
三
一

黒
田
清
輝
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題 貴

君
へ
傳
言
を
御
頼
申
候

次
第
、
是
非
共
拝
顔
致
度

存
居
り
候
得
共
、
何
分
長
く
之
間

留
守
を
致
し
置
候
間
に
、
雜
用

多
分
ニ
溜
り
居
候
為
、
以
今
伺
も

不
致
候
得
共
、
御
容
赦
〳
〵
、
就
而
は

此
頃
ニ
又
々
静
岡
迄
参
り
雜
事

相
方
付
帰
京
之
上
は
、
必
と
も

昇
堂
可
仕
候
、
其
節
ニ
御
無
沙
汰

之
御
詫
可
申
上
候
、
先
は
以
乱
筆

御
回
答
迄
、
草
々
頓
首
、

十
一
月
九
日

　
　
　
　
　

山
本
芳
翠

黒
田
清
輝
殿

麹
町
平
川
丁
六
丁
目
拾
四
番
地

　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　

親　

展

（
消
印
）
武
蔵
東
京
三
田
□
□
年
十
一
月
九
日

　
　

芝
白
金
志
田
町
七
番
地

（
緘
）　　
　

山
本
芳
翠　
　
　
（
緘
）

　
　

十
一
月
九
日

封
筒
（
縦
二
一
・
三
㎝
×
横
八
・
一
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

532

一
三
二

拝
啓
、
先
夜
は
久
々
に
て
御
め
に

か
ゝ
り
て
喜
び
楽
ミ
此
事
ニ
御
座
候
、

然
て
ハ
君
も
又
西
京
へ
ゆ
く

と
の
事
な
れ
ば
暫
く
遠
く

成
ゆ
へ
、
南
洋
か
ん
た
い
一
同

合
田
の
工
場
へ
あ
つ
ま
り
相
談
之

上
、
隣
に
差
支
無
き
處

で
愉
快
に
山
く
じ
ら
な
り

又
午
或
ハ
鳥
で
も
虎
て
も

獅
子
で
も
兎
き
で
も
猫
で
も

な
ん
で
も
兎
角
肉
を
喰
い

婬す
け
べ
い乱
の
咄
し
を
し
て
遊
ぼ
ふ
、

と
ゆ
う
わ
け
是
非
共
君
ハ

年
欠
十
二
月
十
五
日
付
書
簡
（
一
一
�
一
八
八
）

（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
六
五
・
六
㎝
）△

11
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
年
欠
十
二
月
十
五
日
）

　

封
筒
の
切
手
と
消
印
部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
た
め
に
年
期
不
明
の
書
簡
。

文
中
で
は
「
先
夜
は
久
々
に
て
御
め
に
か
ゝ
り
て
喜
び
楽
ミ
」
と
あ
り
、
本
書
簡

の
直
前
に
直
接
会
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
関
西
へ
旅
立
つ
黒
田
が
東

京
を
離
れ
る
前
に
合
田
の
工
場
、
す
な
わ
ち
赤
坂
区
溜
池
町
三
番
地
に
構
え
ら
れ

た
生
巧
館
の
工
場
に
「
南
洋
か
ん
た
い
一
同
」
で
集
ま
り
、
何
事
か
に
つ
い
て
相

談
し
た
上
で
遊
び
た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
南
洋
か
ん
た
い
」
は
不
明
で
あ

る
も
の
の
、
洋
画
家
あ
る
い
は
洋
行
帰
り
の
画
家
た
ち
を
指
す
言
葉
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

　

黒
田
は
明
治
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
に
結
婚
す
る
久
米
桂
一
郎
の
挙
式
に
出

席
す
る
た
め
、
十
二
月
中
旬
頃
に
上
京
し
て
い
た
こ
と
が
先
行
研
究
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
（
（
（

、
本
書
簡
の
日
付
が
十
二
月
十
五
日
付
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

黒
田
が
再
度
関
西
に
戻
る
と
い
う
内
容
か
ら
、
書
簡
は
明
治
二
十
八
年
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　

児
島
薫
「
黒
田
清
輝
、久
米
桂
一
郎
宛　

藤
島
武
二
書
簡
（
二
）」『
美
術
研
究
』

四
一
六
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

533

一
三
三

来
て
く
れ
、
連
中
が
待
て

居
か
ら
時
は
四
時
頃
か
ら
で

よ
し
、
何
もカ

御
目カ

に
ふ
ら
さ
が
り

段
々
ほ
ら
を
吹
上
申
べ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
よ
う
な
ら
、

十
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　

芳
翠

　

黒
田
老
兄

赤
坂
区
平
川
町
六
丁
目
十
四
番
地

　

赤
坂
御
門
内

　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　

御
親
展

※
消
印
、
切
手
切
抜
き
痕
あ
り

　
　

芝
区
白
金
志
田
町
七
番
地

〆　
　
　
　

山
本
芳
翠

　
　

十
二
月
十
五
日

封
筒
（
縦
二
〇
・
八
㎝
、
横
八
・
〇
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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美　

術　

研　

究　
　

四　

二　

三　

号

534

一
三
四

謹
而
奉
賀
新
年
候

三
十
三
年　
　

芝
白
金
志
田
町

　

一
月　
　
　
　
　

七
番
地

　
　
　
　
　
　

山
本
芳
翠

麹
町
区
平
河
町
六
丁
目
拾
四
番
地

　

黒
田
清
輝
殿

（
消
印
）
武
蔵　

東
京
三
田　

　
　
　

  

丗
三
年
一
月
二
日
ホ
便

12
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
三
十
三
年
一
月
一
日
）（
五
三
�
一
二
七
）

	

（
縦
一
三
・
九
㎝
、
横
九
・
〇
㎝
）

（
裏
）

（
表
）

　

恭
賀
新
年

　

今
年
こ
そ
虎
ま
へ
て
を
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
の
神

明
治
三
十
五
年
元
旦

　
　
　

府
下

　
　
　

芝
区
白
金
志
田
町
七
番
地

　
　
　
　
　
　

山
本
芳
翠

赤
坂
區
平
河
町
六
丁
目
拾
四
番
地

　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　
　

貴
下

（
消
印
）
判
読
不
可

13
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
三
十
五
年
一
月
一
日
）（
外
一
四
）

	

（
縦
一
四
・
一
㎝
、
横
九
・
〇
㎝
）

（
裏
）

（
表
）

芳
翠
か
ら
黒
田
に
送
ら
れ
た
年
賀
状
。
明
治
三
十
五
年
の
年
賀
状
で
は
、
そ
の
年
の
干
支
で
あ
る

寅
（
虎
）
を
使
っ
た
言
葉
遊
び
が
見
ら
れ
、
芳
翠
の
洒
落
っ
気
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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黒
田
清
輝
宛
、
杉
竹
二
郎
宛　

山
本
芳
翠
書
簡　

影
印
・
翻
刻
・
解
題

535

一
三
五

恭
賀
新
年

明
治
三
十
六
年
一
月
一
日

　
　
　

山
本
芳
翠

麹
町
區
平
河
町
六
丁
目

　

黒
田
清
輝
殿

（
消
印
）
東
京
三
田
36
‐
1
‐
5　

后
3.50

14
．
黒
田
清
輝
宛
山
本
芳
翠
書
簡
（
明
治
三
十
六
年
一
月
五
日
）（
外
一
五
）

	

（
縦
一
四
・
一
㎝
、
横
九
・
〇
㎝
）

（
裏
）

（
表
）
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